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研究実績 

の概要 

19世紀末期から始まった腸内細菌叢研究は、20世紀後半から飛躍的に進展し、腸内環

境と全身疾患発症の密接な関わりが明らかになりつつある。そして腸内細菌叢解析は、

個人の健康維持・増進や最適な医療提供への重要な役割を担うことが期待されている。

21世紀初期に登場した次世代シークエンス技術により、未知の菌であっても検出が可能

になり、近年では次世代シークエンサーによる腸内細菌叢解析の様々な研究が報告され

てきている。一方、重症心身障害児（者）（以下、重症児（者））の腸内細菌叢につい

ては、次世代シークエンサーによる報告は限られている。また、重症児（者）の栄養学

的評価においては、その評価法の中に急速代謝回転たんぱく質や炎症性サイトカインを

含めた研究報告は少ない。 

腸内細菌叢は出生後から幼少期に大きく変化し、加齢とともに成熟していく。また腸内

細菌叢は、小児の低栄養との関連性も指摘されている。パイロット研究では、未熟な腸

内細菌叢や痩せによる高度栄養障害を有する対象患児（者）の存在を確認しており、重

症児（者）の腸内細菌叢構成は、腸内の成熟化や栄養状態を含む全身性の諸症状にも影

響を及ぼしている可能性が推察される。本研究は、入院中の重症児を対象に、身体状況

、服薬状況、食事摂取状況、排便状況等を調査し、腸内細菌叢分析と同時に糞便中の代

謝産物の測定も実施し、腸内細菌叢や代謝産物が重症児の栄養状態を含めた全身性の諸

症状への影響を明らかする。  

対象者は、医療施設入院中の大島分類の1～9に該当する3歳以上18歳未満の重症児及び周

辺児13名とした。調査項目は、身体状況や血液検査などと、次世代シークエンサーによ

る腸内細菌叢及び糞便中の代謝産物である。腸内細菌叢の類似性によりクラスリングを

行い２群に分けられた。両群の属性比較では、Height for Age（H/A）に有意な差が認め 

られた。H/Aは、過去の慢性的な低栄養の状態を反映する指標で、年齢における平均身長

から算出し発育の状態を指す。A群は軽度障害、B群は高度障害という評価となり、B群 
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は、A群よりも慢性的な低栄養状態であり、全員が経管栄養施行者であった。血液検査で

は、B群において A群よりも血清アルブミン及び HbA1cが有意に低値であった。腸内細菌

叢や代謝産物については、現在検討中である。 

今回得られた結果より、腸内細菌叢の違いが、重症児の慢性的な低栄養状態を含む難治性

の身体症状に影響している可能性を考えられた。重症児（者）が抱える栄養状態を含めた

全身性の諸症状と腸内細菌叢の関連について新しい知見を得ることは、重症児（者）の健

康状態や生活の質（QOL）の向上及び最適な医療の提供に貢献できると期待している。 
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